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1．はじめ忙   

強制裡羽は、わが匡卜ごは従来、主として春野の嘩卵の熊鞍シ削Juを目的として．坪騎に行孜わ  

れぎ備研究も昭和38年囁まで吐ほとんど叩粟購ついて行なわれていた。その後、嬰撒の大型   

化にともない軌邦帝の7経済寿命の猥蓑・を凱叫とし断碑、断水による試要領が行孜われるように夜   

ク、最近は飛務問罪キ中心とした育成都および成劉生茶寮の低下揉次第把凝頒繹皆の採算性  

悪化し、弓ヨ撞岬弼による控卵窄の澤汗7寿魚礁年の較術体系の確立が必軍学とうれてきた0   

さら把策ミ馴碑羽シュ広い∵隋既の葬新一粧瑚叛棉の一部てあると考．えられるよう把なり、本猫額ち  

閲の苔菟試チ郎寡の細長のもとCで岐阜即申紗夢を中核とし・喚羽弟巧の強制換葦＝てエる繹構寿命の延  

長・初済輝の卵油姶の抑机碑卵質感糊の寮卵パターンの移徴表どに？いて、性 判戯ホル  

雪／の分泌を抑糾する作用含もつTC工33828蓉利用し帝卵甜弼■十鮮を碑¢二するための一  

過の綴定研究として寒璃したものて、邸串妓強制粁羽を担当実璃した。   

2．材料および試験方法   

（1）練討議≒∴賽藁IfロⅠ■た1：の梨詣で化壁摩耗式け次のと嘉～わヤある。  

工（）1、338．287 い－（丑一了metrylallyl）－－6・－  

me thyldia bitユr ea〕  

C‡も■＝＝C仁H－Cli－CIち一CローN喜一NH－C6－Ⅵ昌一Clち   

（2）試鹸方法  

試筒方法および試肇区分は第1表作示すとかりで、供託鶏は昭和竺3堰4月ふ化白レク2   

元熱胱、12（）羽を522日令で供押した   

kenkyu05
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驚  未 読験方法および区分  

区   分  供試羽懲  試験開始 日 日   郭制換羽処理方法   備  考   

対照区   3（）  44．9．30  絶食5日、確水3日   試瞬間始は洪試予定150   

1Cl  30  ／′  飼料中1009中に50pp pm添加期4日聞  羽の藷卵率が50帝を切っ   
50丁‾PTr区  p投与滞  
1Cl  

30  
／／  鯛科中100伊ヰに100  

1（10下でm  ppm添加投与期間4日間   
点（1〇団珊栃頭陀よる）   

1Cl  3（〉  ／′  

！2t）0でTm  飼督中100夢中に200  i20：秤綴4区相互分しデb  
細曲刷掛倒  

対照区は試験胃皐姶日から毒筆粂5日、掛水3日とし、50ppm区は飼料100才中に工C  

‡5（）ppmを100ppm区は100ppIn、20n ppm区は200p pmを均一に浸  

るエうに混合しそれぞれ4日j誓亨‥投与した。  

薄舎ほケージ鶏舎に収終し、原料は市躇離合飼料のC？17、T了〕Ⅳ67含有のものを用  

い点灯拍15時岬一定としその他の飼奉響：嘩はき当戊の慣行に従った。  

拭嘩矧酌ま日弓那44年9月き0日から昭和45年6日ぎ日までの36畢252日間とした○   

（3）測定尊項   

1） 試験閉憾潮  

イ．弾卵範‥＝開始前1（lt引1．ミ1の僧体記舜としたp  

ロ・卵頂葦‥・・体私卵軒質t川就鹸問1始の前日個体馴測定とし、卵雛和ま】区当坤  

ケを講義し、し少で卵とし卵翠ゝをむき】P O’cで2横間乾燥し2小樽間室  

楓触紆衡師微軋 赤道i手㍍2ケ所の卵敷津を湖岸した。  

2） 試楓苛始綾  

イ．斎即呼止までの日数かよび産卵再渾そでの日数・・・二僻体記錦とした0  

ロ・御調の状熊‥∵主祭羽馴肖始時およぴ1滑どと咋覇察し16週一空で行なった0その  

他体換羽の礫察を行怒った。  

ハ．牽卵状況・・＝呼卵類は毎日個体記匿とし蕉卵境珪区どとに毎日測定した。  

ニ．体  蚤‥・・4渾どと5押（1デモqは4週）せで判定し、以後は終了時測定した。  

ホ．和 琴㌢竃＝‥卵墾の厚さ‥‥4碑ごとに4期まで制定し、柳澤の方法蛙試験l謁始前  

と同じ方轄で行亙った。  

へ．師利昭照牒＝‥投猥押即とその攣は試験終了せでとした。  

ト，その 他‥‥弊死肇は剖特により死因を評閲した0  

・11ィを8－   



a 試験結果   

（1）産卵の停止および再開の状況  

絶食、噴水の対甲区、工CT混合飼覇繚j封こよる武庫区の覆卯の停止および市街の状況は   

第1園および辟2襲に示すとかりである。   

第 －1■図  

啓卵の停止状況（日刻み）  
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試験開始簸の適合   



蒋卵け対鰐嘩区、試験区とも講読草間楯後48行動う！1（2日）以内（て彦卯した。卵は大部分正常  

叩であったが3日目から産卵停止羽炊が急に樽L、産卵した卯も、卵箪の沈雫の少夜い噂鞍  

卵また巨「全く卵群の附斉のなぃものの雀拇が目出ち、5日呂に弼㌍学区、50革〉p一迫－ 字00  

p‡】m区は全羽野が蕪卵を停止し襲卵翠は0¢となった。1n O pp皿区は4日目、5日呂   

6日冒それぞれL割帝卵し7日目陀全羽禦が漆朝佗牒止した。  

醍瑚の市制寸5r－ppm区壮試筆詔胃始より8日目、一羽．100ppTn区は9日冒よ少1   

羽、200pつm区は14［＝∃2羽、対畢i粟寝16日日より1羽存卵を再開し、全群確卯を  

呼止．していた日掛ま．1ハロppmぽ1日、5けppm区2日、’200ppm区8日、対照   

区10日冒円でちった○  

そ■の供の揮帥の同称言：．50？久無郡に羊、：！発した日数で示すと、対照l夏およぴ100pp m   

区がヰ1日2n n T）丁）m慌が60日、5∩9Pm区が62日で者こ2表忙示すとお1）でらるが   

これを識別みハ哲郎璃でみると好；2呵に示すとま「りで試靖㌻ざ按羽撃†草忙丑し練悼な何千粟であ   

った0  

費皐期l；口中の試喚堺■の餌料梢第登虹1日1羽当り50ppm区7只、3タ100pp：n区   

7き、2伊200ppm区7¢、4計と鴻常の飼料挿取範より少なく、］［Clの祷取笥音節  

利聞取華より殊出すると50ppmは1日1：羽当ウ39、2ppm、100pp！¶区は7き   

2ppm、200pp托1区辻152、8ppmとたった。なお工Cエ添加区の鞍んど全渾が  

裾乾かよrメ水礫磨に近い費を碑出した。  

・こ  ご  卜  

Eぎ  分  対！？宣子  5¢ppm  1（）nppm  2（）Oppm   

畝鴇棋始雄藩卵噂上までに喜さした目顔  5   こ〉   7   5   

試‡瑠j笥鯨後準卵再開せでに葵した日勤  16   8   9   14   

訪韓料紙後50％蓉卵到達に饗した日数  41   82   4二l   6〔I  

伊っ。羽 4日  9400  93声0   9170  

1羽1日当り  7乳3   78．2   76．4  

m㌔。羽 4日  2．663  3．pP＄   7．642  

1羽1日当り  0．0222  0．032¢  0．0637   

（2）狩羽の状況  

嘩羽の状況は主翠羽の税率状況を毎週個体別に訝査するとともに体羽の換羽状況を額察し   



た8   

主翼羽の脱商状況は窮3表に示すとおりであるロ   

第 3 表  

書 梁 羽 の 腕 喀 状 況  

区  分   開始時  1 渦  2  ；B  3 況  4  週  5 週  6 遇  7 遇  8  過  妄  .28 O O O 
翼                                  対 照 区   ム   ∵。   ぺ。   ㌔。   ／宅。   ㌔。   ぺ0   ㌔。   ㌔。   

O O 

浜 羽   5rlppm   2ち。   。   ぺ。   。   ／左0   ㌔。  0ぺ0   ㌔。   ㌔。   
∩ O O 

状  2㌔。   ㌢。   ぺ。   ㌔。   ／；0   。   ィ。   ㌔。   ㌔。  
態   

1 1 1 

200ppm   2㌔。   ㌧。   ／；。   ㌔。   ィ（｝   ㌧。   ／言。   ㌔・。   ㌔。   

区  分   閑地時  9  週  10週  11掲  12週  13週  14週   15週  16三週  

2 3 5 

主 釆                           対照 区   2㌔。   ㌢。   ．≦。   ㌔。   ／ち。   ㌧小   ろ9   ㌔9   ㌧十   
6 O 11 1 jl 

換 羽   5nppm   2㌔。   ＼   っ∩   ㌔。   ぺ。   1㌔。   ／ち。   互。   ィ。   
6 G 川 

状  100ppm   2㌔。   ㌢。   ィ。   ㌔。   ろ。   。   ろ。   1ち。   11っ。   
6 

慈  2（1nppm   2％。   ㌧。   ／；。   ㌔。   
7 9 
／名。   。   ぺ。  1≒。   ユ㌔。   

註．分母は紙終∃∃離、分子は主畢羽の完全憫羽の調教   

対照区は試験開始貌1日日夕方より黄色依とな．り、2日巳、冠の脱力チアノーゼが軋られ   

るようにたった。試‡験区は羊誓1日日夕方より歓停と孜り2日目汚水様犀紅近くなり、5日日  

頃より睨羽し妓じめた。多牒常牒拝した卿ヨは5－7日でその後減少した。   

主翼羽の魂常は鯨；堅調発したが絡んどの覿は両主響羽とも5枚－＄枚は附濁したが両主翼  

羽とも10枚が完全に脱落したものは少なくその状況は第3乗のとかりであり、各区の問に  

大差吐認められなかった。  

工Cエ、50～200ppmの4日間投与では、全部の鶏が完全換羽は行をわず掛与日数   

投与量につぃて友お検討の必要があると思う。  

ね）期別種卵蓼、卵現、1日1羽当少生産畳  

試験開始後4週を1期として9那（36週）モでの産卵状況忙つぃて調香した。  

成績は舞4表に示すとおりで、対照区は休帝換羽彼の回碑は爵も早〈2朔3規（5過～   

12週）は平均50％近い濠卵を示しその後4．5．6期は冬期の醸寒の時期にあたった  

ー14，Q一   



掛係もあり、若干の鞠換羽を行ない酵卵技低下し牽卵寮30％を切る時期もあった。その  

後画調し．8朋9叩は659ら以上の蓉卵を示し、3糊から9瑚の平均50．2ウらであ三女。   

5n ppm区技対照区に比較して産卵の回復け祭慢で3脚（9週⊥1’2調）平均46．8  

％の章卵を示しヰ．5．¢即はゃゝ低下し、7耕より聞役したがその蓬卵軟は対照区には  

かよば急かった。3耕から9闇、吏での平均穫卵賽は48．2％でぁった。  

100ppm区は3脚（㌢週～12損）ぎ2：．4％？産卵泰意示じ∴4．∴5．6鞍峠嘩  

卵の疇下を示したが、その低下は地区より少なく、1畠糊から五胡の平車寝卵寒53．5％そ  

席：も轟い燕和寒を示したq   

200pph区は3澗（9週～12週）51＼4％と100ppm区に近い奪如を示し  

たが上期38J5％と低下しその徴、じょじ上に回薇し、ざ郡から9別の平均蕉卵牽は、   

53．3％で100pT仁11区と㈹精密の預卵を示した。   

充か苓区の3弼から9朔の麿卵寒にづレ、て統計眺埋の錦菓、宿意の茶離忍められなかっ  

た7）く、仲夏とも強制縦軸裾ヒ終2明から3粋＝1賂乃窯10週）の醸に5け？ち紆轡の陛卵  

をホしたがそり調いパlから5押め（1月ヤ2月）エ絞寒基月忙低下し、この間第千の頸歓痺層  

状を賢し6粥（3日）から回額した。＝こみこJ：姓狩酬埴羽廻叩よる申さ羽が完全把行なわ  

九夜かったこと把よるものと推察さ咋る。   

卵貰はみ三4糞に示すとおり郡は真竹より強御壬無羽切▲畢疎抜嘗区とも欄加した。その増加垂  

技3開からg邦の平均で対韓区5．¢く苑、50pp†れ区7．辞％、′1o p pp血区・4．2   

囁、200p pnrざ4．39らでぁったが統計処ji」てのポニ柴本怒霞はき望められたかったn  

l∈】1羽き当りの年牢：葺け芦卵審と卵蚕によって当興野墾まれる性質のものである。算ト1   

葬に示すとかり3川から9仰の平均で2n O ppm区が界も良く、34．q紆次に100   

p pm区34．6紆、対照区32、9 伊、50ppmF■32．0㌢であった。  

‾1モ10－   



第 4 寮  jt岬應卵寒、卵蜃、1日1羽生容認  

区  分  野郎持  1期  2 脚  3 瑚  4 卿  5卿  6 j研  7 期  8 卿  9 期  平均  詔警   

和 解l雷  57．7  】6．5  49．8  48．3  40．7  29＿8  44．3  52．5  68．3  67．4  46．4  5，0．2  
寝  
50ppm  59．3  l¢7  34．1  4■8・  ヰD■1  43．3  44．3  53．2  57．1  52．5  43．】  48．2  

卵  
1（＝）ppm  54．0  16．2  41．＄  52．4  45．4  47．5  50．5  ¢4．2  55．6  58－7  48．0  53．5  

革  
2【川Tlpnl  59．0  15．7  29．9  51，4  38．5  44．3  57、q  61．4  62．8  567  46．5  5a．3   

対 照 屡  62．1  6写7  6年．0  64．7  64．3  63．7  6q2  66．5  66．7  66．8  65．2  65．6  

卵  
5nppm  61．5  ¢3．3  64．0  64．5，  6・i＿8  63・6－  66．早  ¢8．4  68．7  67．7  6－5．7  86．3  

1nnpp】下  62．0  ¢1．9  β4．8  64．0  64．2  64．2ニ  6年．1  65．3  65．3  64．0  64．3  64．6  

菟  
20nppm  62．7  63．0  64■享  63．8  65．0  63．9二  65．0・  点7．4  67．2  65．8  65．0  65．4   

対 照 区  35．8  】0．5・  33，4  31．3 ■  26．2  】9．0  29：3  34．9  45．6  45．0  30．3  32．9   

5nppJn  3坑一5  1（l．6  21，9  302  26．n  27．5  29．5  36．4  39．2  35．5  28．3  32－0  

！0（1ppm  33．5  100  271  33．5・  Z9．2  写0・5  32′9  ・11．9  36．3  37，8  30．9  34．6   
空 窃  

号音  2（）Oppm  37．0  －9，9  】．9．2  32．8  25二0  28．3  37．6  4‡．4  42．2  37．3  302  34．9   

射 卵照  

卵質旺前記測定方法によ少閑始時と1、2、3、4綱兼に訓琵した∩その数値を示すと都  

5黄のとかりである・0  

卵■汐の埠悠沈拙鞘治晒状凍して各区とも大黄はみられなかった。卵竃忙即すふ卵頻竃は、β芦j   

把時より強脚換羽処】＝L門数わずかで撞あるが卯郡頂が硬くなった。4榊には1†＝）ppm区を  

除いた3！夏軒」F頗噛と同矧定またほ、わずかに少ない救佑を示した用   

木ぎ準では4甲うでしか測定し太かったが4叩以降の測賢の必禦があるものと思われ‘る。   



箪 5’表  卵物憂さ、および卵重に対する卵顆竃  

区  一分  i撒始疇   l期  2 翔   3 卵   4 鰯   1－一4納平均   

赤   道   0．3ヨ用用   0．34   0．34   0．36   0．34   0345  

対 照 区鈍   端   0．32   0．33   0．a4   0．34   0．31   0．33rl  

卵  卵輿   
知嚢   8．4（払   8．6   8．5   8．7   8．4   8．55  

赤   道   0．35   0．35   0．35   0．35   0，34   0、348  

50ppJn鈍   覇   0．34   0，34   0．35   0．33   0．33   0．338  

卵聖   
か竃   8．5   8．7   8．7   8．7   8．5   8．65  

‥亦  ェ巳   035   0．35   0．35   0．35   0．35   0350  

肇                                                                                                                           1口Oppm環   

葦   0．3」   0．34   0▼3ヰ   0，34   0．34   0．340  

卵墾   
卵硯   8．6   8．¢   8．5   珍，7   8．8   8．¢5  

赤   道   0．14   ウ36   0．35   0．35   034   0．350  

わ梢働一部‡∴・朴  0．33   0．33   0．33   〔．3皇   0．32   D．330  

卯喪   
卵貰   8．5   8．8   8．8   8．9   8．4   さ．73   

¢）体貰および箪死鵜   

体軍抜群塵時およひ1描から5期せでの期末封よび終了時に判定した。その数値は第6   

褒のとおりであ■る。 開始時と1期末の体重の減少は対照区  

162チで、7．8％．50ppm区77 ㌢3．8％、Iq D ppm区92㌢4．5％、   

200ppm区87 ㌢ノ1．29らで、鼎も少ないのが50pp：n区で次に200ppm区、  

10nppm区の圃で漁食、勘kの対軍区が革も大きかった∩  

試斡終了時も各区ともゞ射鈍宇より放電ほ城少しており、対照区亡せ97㌢、5n pp∬1区   

】∩7 伊、100ppml声35才、200ppm区23伊であった。   

舘苑飛ば対照区3羽100ppTn阿】乳 200‡）pざ1区2羽でその死閑た丈約6乗に示   

すとかりで韓捌掛羽処理佗よるも¢とは思われ夜h。   



袷 6 表  体覆および煎死鶉  

区  分 長与l始時  ト叩  2摘  3顆  4描  51朋  6乱R  7期  勘朋  9邦  平均  3・欄脚句  

対 婚区2072  1‡】1（）  207群  2r）38  1928  2051  1975  1や97  

体  
5叩pm2027  1950  1948  】912  1880  1967  1920  1930  

川nppmr2062  】97‘）  198P  1957  1928  2（137  2（〉27  1983  

倭  
20Pppm′2067  19き∩  1957  1g37  】933  2021  2044  1∈I64   

へ  45．1．い卵熱淘舘（出血）1羽45．4．25脱m定1楓45．4．25盲陳釈11現紬羽   レヽ   
50pp皿 な し   

計l羽   

死 四      ′‾＼ 原  1いOp下m  

45・3・25卵墜症1羽  

ヰ5．2．了 2肝構藁（帰結肝）1孝三、45．5．2p消耗死1亨】   
計2羽   

¢）昏倒甥泉袈、その他  

節督革求輩出卵噸羽処理後から斌終終了囁までの平均で対照区3338、50ppm区  

35や3、1けO p pコ区3313、2∩ぐ㌧F p：吊ぎ337りて、5（lppTB区がわずかに   

劣る戒維を示し九が他の3区の＝射で寝大差庸認められ愈かった。  

強酬換羽処‡聖練直卵針司御してからの波面の発隼乳卵到、疾病の発生、糞硬など各区の   

問に蓑眉庖凝られたかった8   

イ 認杓おエび考牢  

‘白レタ2元交配、522日今の帝卵璃！20羽な拝い、ノト1年9月3∩白から対勇竿区は教食  

絶水港（絶無5日、浄水3日）、課矧まiC＝3只2拍御1…頼た50ppm  

100ppn、2n n ppⅡ添加し、4日㌍聞与十ることによわ、換羽を誘㌍しその郎華につ   

ぃて式墳した。   

その結果大草は次のとおり七ある。  

（1）換羽函建亀甲jを硝綽して2日似内佐津出雲れた卵は大部分が正常射であり璧卵の俳下もぁ   

せりみられなかったが、3日冒より各区とも準郎侍1L翔が急増し、なお帝即した卵も卵殻の   

阿著の少養い瑚㌣獅や全く抑難の附輩のなぃものが冒堂ち、5日削て対照区、50ppm区、   

2げOppm庄が全羽敷津那智停止し、7日目1〔＝）pp汀膚が全羽敷津卵を停止した。  

¢）＝cI督与厚は蔓ユ洞糾／た夕方から少し軟便気味と売り、2日冒以野晒与鼎間中は永常   

便iて近h労を研け1した。  

対押区揉開始日夕方より黄色鱒の排出が削てつくエラ中ぐたり、2日目し帯の脱力、チ7ノ   



－ゼが見られるよう忙怒った。  

（3）羽毛の脱落は5日日頃よりバラバラ構ちはじめ処澤後10日日頃より盛んとなったが多く   

の鶏寝いわゆる部分換羽にとどせり全部の主翠羽が脱婿しないうちに年卵しはじめた0  

（4）押羽誘起の挿絵から5侶取掛卵に到薄した日今は対照区、＝O ppp区が41日－200   

ppln一夏60日、50ppコl区62日を二要した○  

（5）その後の程卵は各区とも5¢％前後の稗卯をしばらくつづけ、l、2月の厳寒期忙各区とも   

軒醇卵・が惟下した。その低下は対照臥 20n ppも区、5nppコー軋1POppm区の   

順であった。この期開各区た若干の頸寮欄程威のものが散見暮れその後搾卵吐回碑した。  

弓a持て機フ卵生椚考葦卵が阿督した貯3即（準御難羽開始よぅ9週日）から穿Hり針までの28   

洞1？6［］閥の棄朗成簿は苅矧露50．2喫〉、50pp m区ヰ8．2％100p pm53．5％、   

2（10てP盲）m53．3％の成潮な示したが、統計処聖の綜慄招区の間粧軒軒射精軸）られなか   

つバ＿0  

（可 餌場独和拇頑相野桝即とも■増加した0その増加率は4・2％から7■針鞄の冊でめったが   

笹羽穐即の方法忙よって簸じプ与 

有葦善ケモア貿められなかった〔   

・卵難の世事、かよび即事把対する卵絡竃は、強制換羽処河後4週、き凋、12洞、16週   

末忙勒宣したが各区の間把大美技認め発い。が、2産額の卵乍琶を検討する上からなお長瀬匿   

わたって測定する必ギがあると思う。  

伊）莞澤＝・う薫羽亀押控の体膏の減少接対鱒区が段も大奉く7．戸％でICI添加要は4啄前後で、  

穐食、紆水残ず工C工投与工少影響が大きかった。   

（8）飼料華求率は各区の訝忙大書を認めず∴野死場も知脾プラ洗忙よる差異は認められなかった。  

以上の蘇き巽からユC∫を開戦1（10伊中に50、100、200ppm燕加したま司料を初  

軽篠約1ケ無二£革う悔した抑に秋卿4日間亨き与することによって、5日乃至7日間に預卵は完全  

忙伸1ヒ寸るが、冤全▼換羽は行なわれずいわゆる蕎じ分喚こ羽化とどせるものが多く、確郎の回窄   

も比準的緩慢であり、また冬瑚の酵卵の低下と若干の部分塗羽がみられたことなどの点につ  

いて、名開大鑑m先、1脚F礪ケぉよび鴇定研究早である離嬢乱愛舶試な   

どの成掩と比軍機糾してみると、埠阜日鮒忙ついてなお追試の必要があり、実施時期、供就   

縛のロ令、繹野性などのi勒茶托ついでも検討しをければ在らない。  

浸かこれらの．毒把ついて附和45無町案魂する予竜三である。   
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